
★ 将来の自動車産業の行方を左右する注目の新技術を詳解 

電動化と知能化で変わる未来のモビリティ技術 

●発  刊： ２０１６年１０月３０日＜隔月３０日（年間６冊）＞   ●体  裁： Ａ４判変形 約７０頁  

●年間購読料：５０,０００円(税抜) ※大学、公的機関、医療機関の方には割引価格（アカデミック価格）で販売いたします。 
 詳しくはお問い合わせください。 

 現在、自動車産業は電動化、知能化を目指した大きな変革期を迎えており、様々な分野の企業が参入し、活発な技術開発が進められていま

す。そのような中、自動車産業や関連業界に携わる技術者・研究者へ向けて、技術開発や製品開発に役立つ情報をご提供できるよう、このた

び本誌を創刊することになりました。 

 本誌では、次世代の自動車を支える最新技術、課題や市場情報をタイムリーに掲載して参りますので、ぜひご購読いただきますよう何卒よろ

しくお願い申し上げます。 

「車載テクノロジー」編集長 

Automotive Technology 

・自動車業界をリードするメーカーの開発担当者が最新技術を詳解 

・大学、研究機関が開発した自動車へ応用が期待される先端技術 

・国内外の自動車に関する法規制動向を解説 

・自動車業界のトップコンサルタントによる市場分析と事業機会を解説 

・電動化、知能化で求められる車載デバイス、部品、材料のトレンド技術 

お申込み、見本誌請求はこちらから ⇒ http://www.gijutu.co.jp/doc/magazine_autotech.htm 
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             ＜申込要領＞ 

●本雑誌は一般書店では取り扱いをいたしておりません。 

右記申込書に必要事項をご記入の上，郵送又はＦＡＸにてお送りください。 

ホームページからも申込みできます。    http://www.gijutu.co.jp/ 

請求書は,お申込後ご送付申し上げますので到着後お支払いください． 

年間購読は,一括前払いとなります。なお,返本,途中解約はできませんので, 

予めご了承ください。 

●支払方法 

銀行振込または現金書留にてお願いいたします。 

郵便振替はございません。   振込手数料はご負担ください。 

銀行振込の場合，原則として領収書の発行はいたしません。 

●お申込・お問い合わせ先 

〒141-0031 
東京都品川区西五反田2-29-5 
日幸五反田ビル8F 
TEL：03-5436-7744（代） 
FAX：03-5436-5080〔申込専用〕 

会社名  

所属  

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 
氏名  e-mail  

住所    

TEL  FAX  

今後、定期的な案内をご希望しない場合、案内j方法に×印をお願いいたします 
（現在案内が届いている方も再度ご指示ください） 

〔   郵送(宅配便)  ・  FAX  ・  e-mail   〕 

個人情報の利用目的  

   ・商品の受付、商品発送、アフターサービスのため       ・今後の新商品、新サービスに関するご案内のため  

※単号での販売はいたしておりません。 
※年間購読は2年目からは,事前に中止のご連絡が無い場合，自動更新とさせていただきます。 
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※記事は現時点での予定です ■ 2016年度 車載テクノロジー 年間特集 ■ 

２０１６年 

10月号  
自動運転の実用化へ向けたキーテクノロジー ～技術開発の方向性と課題～ 

自動車の電動化を支えるキーテクノロジーと燃費向上技術の最前線 

２０１６年 

１２月号  
ヘッドアップディスプレイの視認性向上と大画面化技術 

“クルマ×ＩｏＴ” コネクテッド・カーが生み出す新市場と注目技術 

２０１７年 

２月号 
車載タッチパネルの曲面対応と求められる構成部材 

車載ソフトウェアのセキュリティ技術とハッキング対策 

２０１７年 
４月号 

ドライバ状態の検出技術と自動運転、運転支援への応用 

ＥＶ/ＨＥＶ用モーターの小型、高効率化と材料技術 

２０１７年 

６月号 
全固体電池のイオン伝導性向上と自動車への応用技術 

自動車軽量化へのマルチマテリアル化と異種材料の接着、接合技術 

２０１７年 

８月号  

車載用次世代パワーデバイスの開発動向と実装、材料技術 

燃料電池車のコストダウンへ向けた最新技術と課題 

・自動運転のためのセンサフュージョン技術 

・人工知能がもたらす自動運転技術の進化と実装への課題 

・自動車のハッキング事例と自動運転へ向けたセキュリティ対策 

・自動運転時代のドライバ状態推定、予測技術 

自動運転の実用化へ向けたキーテクノロジー ～技術開発の方向性と課題～ 

・自動運転バスの実現へ向けた技術開発と将来像 

・全天候型走行路環境認識技術の開発と今後の課題 

・自動運転に向けた車載Ethernetの最新動向と標準化への取り組み 

自動車の電動化を支えるキーテクノロジーと燃費向上 最前線 

・EV、PHV普及に向けた今後の取り組み 

・自動車のさらなる燃費向上に貢献する車載パワートレイン制御  

・これからの車載半導体と今後の課題、市場予測 

・SiCパワー半導体のインバータモータ適用と要求特性 

・燃料電池自動車の開発とSiCパワーデバイス搭載事例 

・車載用二次電池の技術動向と海外での動向 

車載テクノロジー最前線 

・自動車室内コックピットのデザイン性、パネルの操作性を向上した車載用曲面タッチパネルの開発と応用展開 

・インパネ周辺、自動車内装質感の定量化と設計技術 

・自動車コックピットに求められる「見やすさ」「使いやすさ」「意匠性」を兼ね備えたディスプレイカバーの加飾技術 

コネクテッドカーが生み出す変革、新市場と将来の方向性 

トヨタが考えるコネクテッドカーと将来の方向性 

コネクテッドカーが生み出す新ビジネスと自動車の近未来 

自動運転を実現するエージェント技術を用いたビッグデータ処理 

コネクテッドカーに必須のセキュリティ技術とハッキング対策 
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特集２ 

特集１ 

特集２ 

自動車コックピッドの加飾トレンド 特集３ 

１０ 
2016 

１２ 
2016 

ヘッドアップディスプレイの最新技術と視認性向上 


